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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
不
動
産
取
引
時
の
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
活
用
等
災
害
リ
ス
ク
の
説
明
義
務
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
、
三
及
び
四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
水
害
リ
ス
ク
に
係
る
重
要
事
項
説
明
」
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
取
引
時
に
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
提
示
し

て
水
害
リ
ス
ク
の
情
報
提
供
を
行
う
よ
う
令
和
元
年
七
月
二
十
六
日
に
協
力
依
頼
を
行
っ
た
公
益
社
団
法
人
全
国
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
連
合
会
、
公
益
社
団
法
人
全
日
本
不
動
産
協
会
、
一
般
社
団
法
人
全
国
住
宅
産
業
協
会
、
一
般
社
団
法
人
不
動

産
協
会
及
び
一
般
社
団
法
人
不
動
産
流
通
経
営
協
会
か
ら
聴
取
し
た
情
報
提
供
に
際
し
て
の
課
題
等
も
踏
ま
え
、
現
在
、
説

明
の
内
容
、
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
お
い
て
は
、
当
該
協

力
依
頼
に
基
づ
く
水
害
リ
ス
ク
の
情
報
提
供
を
既
に
行
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

二
の
１
に
つ
い
て 

 
 

水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府

県
に
よ
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
（
同
項
に
規
定
す
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
指
定
、
及
び
法
第
十

五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
洪
水
浸
水
想
定
区
域
を
そ
の
区
域
に
含
む
市
区
町
村
に
よ
る
想
定
最
大
規
模
降
雨
（
法
第
十



 

２ 

 

四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
想
定
最
大
規
模
降
雨
を
い
う
。
）
に
対
応
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
以
下
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
と
い
う
。
）
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
度
末
ま
で
に
お
お
む
ね
完
了
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
。 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
実
際
に
浸
水
し
た
区
域
の
ズ
レ
に
よ
り
漏
れ
て
い
た
区
域
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
指
定
は
法
の
定
め
る
基
準
及
び
手
続
に
従
い
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

二
の
３
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
改
訂
さ
れ
た
リ
ス
ク
の
評
価
手
法
を
用
い
た
中
小
河
川
の
リ
ス
ク
評
価
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
令
和
二
年
一
月
七
日
に
「
中
小
河
川
の
水
害
リ
ス
ク
評
価
に
関
す
る
技

術
検
討
会
」
を
設
置
し
、
法
第
十
条
第
二
項
、
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
河
川
以
外
の
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
に
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
範
囲
や
浸
水
深
を
推
定
す
る
た
め
の
簡
易
な
手
法

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
等
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。 

二
の
４
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

御
指
摘
の
「
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
対
象
外
自
治
体
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
全
国
各
地
で
内
水
の
氾
濫
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
都
道
府
県
及
び
政
令
指
定
都
市
に

対
し
て
、
「
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
促
進
に
つ
い
て
」
（
令
和
元
年
十
月
二
十
八
日
付
け
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国

土
保
全
局
下
水
道
部
流
域
管
理
官
付
流
域
下
水
道
計
画
調
整
官
事
務
連
絡
）
を
発
出
し
、
内
水
の
氾
濫
に
対
応
し
た
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
（
以
下
「
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
て
い
な
い
市
区
町
村
に
お
い
て
は
早
期
に
作
成
す
る

よ
う
促
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。   

二
の
５
に
つ
い
て 

 
 

市
区
町
村
が
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
場
合
、
国
土
交

通
省
に
お
い
て
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
効
果
促
進
事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
を
行
う
事
業
に
係
る
費
用
に
対
し
、
同
交
付
金
の
交
付
限
度
額
で
あ
る
二
分
の
一
の
財
政
的
な
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
引

き
続
き
同
交
付
金
に
よ
る
財
政
的
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
地
震
に
つ
い
て
の
災
害
リ
ス
ク
」
を
「
説
明
す
べ
き
重
要
事
項
に
加
え
る
な
ど
の
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
地



 

４ 

 

震
発
生
の
リ
ス
ク
の
把
握
の
現
状
等
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、
慎
重
に
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 


